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Ｎｏ．１ Ｎｏ．２ Ｎｏ．３ Ｎｏ．４ Ｎｏ．５ Ｎｏ．６
♠ KQJ５２ ♠ ７ ♠ KJ６５ ♠ QJ６ ♠ J ♠ ９
♥ ６５４ ♥ 10６５４２ ♥ ３ ♥ QJ９６２ ♥ Q４２ ♥ ９８３２
♦ ― ♦ ７ ♦ A３２ ♦ 10８ ♦ KJ７４２ ♦ AK10９
♣ KJ９５３ ♣ QJ10６４３ ♣ ９８７６３ ♣ ９６２ ♣ QJ６２ ♣ QJ６２

♠ ８７ ♠ 10６４ ♠ AJ９６４ ♠ Q10２ ♠ Q10３ ♠ ― ♠ ８７４２ ♠ A10９３ ♠ Q10９７６５２ ♠ K８３ ♠ AJ７６４３２ ♠ 10５
♥ AJ３ N ♥ ８７ ♥ ８ N ♥ AQ９７３ ♥ ９８５４ N ♥ AKQJ７６２ ♥ ４ N ♥ K５ ♥ AK10 N ♥ ９８５ ♥ Ｊ10 N ♥ Q５４
♦ KJ８６ W X E ♦ A10５ ♦ Q９８５３ W │ E ♦ AK２ ♦ ８７ W ─ E ♦ Q10４ ♦ J９７５３ W ┼ E ♦ ６２ ♦ ５３ W │ E ♦ AQ６ ♦ ３ W ─ E ♦ Q７６５４

　　４３２ S ♣ Q10８６２ ♣ A８ S ♣ K５ ♣ AKQ10 S ♣ ５４２ ♣ AKQ S ♣ 10８５４３ ♣ ３ S ♣ A10９８ ♣ A10３ S ♣ ９８７
♣ ４ ♠ A９３ ♠ K８５３ ♠ A９８７４２ ♠ K５ ♠ A４ ♠ KQ８

♥ KQ10９２ ♥ KJ ♥ 10 ♥ A10８７３ ♥ J７６３ ♥ AK７６
♦ Q９７ ♦ J10６４ ♦ KJ９６５ ♦ AKQ４ ♦ 10９８ ♦ J８２
♣ A７ ♣ ９７４ ♣ Ｊ ♣ J７ ♣ K７５４ ♣ K５４

Ｎｏ．７ Ｎｏ．８ Ｎｏ．９ Ｎｏ．10 Ｎｏ．11 Ｎｏ．12
♠ ８７６５３ ♠ KQJ６４ ♠ Q９５ ♠ Q８６ ♠ ９２ ♠ QJ９
♥ A８３ ♥ KQ10９４ ♥ Q10８ ♥ AJ８６ ♥ Q８６４２ ♥ QJ８
♦ ６４ ♦ ― ♦ Q９６４３２ ♦ J９７６ ♦ K７６ ♦ K10２
♣ A10７ ♣ QJ５ ♣ ７ ♣ Q８ ♣ K８４ ♣ ９６５３

♠ 10４２ ♠ AKQJ ♠ ７ ♠ A８５２ ♠ KJ７４ ♠ A10８６３２ ♠ ４３２ ♠ AKJ７ ♠ K10８３ ♠ A７４ ♠ ８７２ ♠ 10６
♥ QJ９ N ♥ K７６４２ ♥ ８７６２ N ♥ A５ ♥ KJ７２ N ♥ A５４ ♥ ４ N ♥ Q10９７５２ ♥ K９７３ N ♥ AJ10 ♥ ９６５２ N ♥ AK10７４
♦ AKQ７３ W ┼ E ♦ ５２ ♦ K10４３２ W X E ♦ J９８５ ♦ A10８ W ─ E ♦ ５ ♦ 10５３２ W ┼ E ♦ ４ ♦ A８２ W X E ♦ QJ10９ ♦ A９７３ W │ E ♦ QJ５４
♣ QJ S ♣ ９５ ♣ K１０８ S ♣ ９６３ ♣ J６ S ♣ AKQ ♣ AK９５４ S ♣ 10２ ♣ Q２ S ♣ J10５ ♣ J10 S ♣ Ｑ２

♠ ９ ♠ 10９３ ♠ ― ♠ 10９５ ♠ QJ６５ ♠ AK５４３
♥ 10５ ♥ J３ ♥ ９６３ ♥ K３ ♥ ５ ♥ ３
♦ J10９８ ♦ AQ７６ ♦ KJ７ ♦ AKQ８ ♦ ５４３ ♦ ８６
♣ K８６４３２ ♣ A７４２ ♣ 10９８５４３２ ♣ J７６３ ♣ A９７６３ ♣ AK８７４

Ｎｏ．13 Ｎｏ．14 Ｎｏ．15 Ｎｏ．16 Ｎｏ．17 Ｎｏ．１８
♠ AJ４３ ♠ KJ８６５４ ♠ ５４ ♠ AJ３ ♠ Q５ ♠ Q２
♥ ９８ ♥ K４３ ♥ J７４ ♥ ９７４ ♥ AQJ９ ♥ ７６５３
♦ AQ８６ ♦ ５ ♦ J10９５２ ♦ Q10７６ ♦ KQ４ ♦ K４
♣ A３２ ♣ A７４ ♣ KQ４ ♣ K５２ ♣ A10８６ ♣ AK８７４

♠ ６５ ♠ ８２ ♠ Q10７２ ♠ ― ♠ A７６２ ♠ KQJ10８ ♠ ８５ ♠ K９６４２ ♠ AJ10８７４ ♠ ６３２ ♠ AKJ10５ ♠ ９８７６３
♥ ５４２ N ♥ AQJ10７６３ ♥ ９７ N ♥ QJ10２ ♥ KQ９６２ N ♥ 10 ♥ KQJ N ♥ A８６ ♥ ７５３ N ♥ ８２ ♥ ― N ♥ J９８４
♦ 10５２ W ┼ E ♦ ７４ ♦ AQJ７ W Ｘ E ♦ ９６４ ♦ ７ W │ E ♦ K８４３ ♦ AK４２ W ─ E ♦ ８５３ ♦ ６ W Ｘ E ♦ AJ９８ ♦ 10８６２ W │ E ♦ QJ
♣ J９８７５ S ♣ ６４ ♣ KJ６ S ♣ 10９６５３２ ♣ J９６ S ♣ A３２ ♣ Ａ９７３ S ♣ J１０ ♣ K９５ S ♣ Q７４３ ♣ 10９６３ S ♣ ５２

♠ KQ10８７ ♠ A９３ ♠ ９３ ♠ Q10７ ♠ K９ ♠ ４
♥ K ♥ A８６５ ♥ A８５３ ♥ 10５３２ ♥ K10８４ ♥ AKQ10２
♦ KJ９３ ♦ K10８３２ ♦ AQ６ ♦ J９ ♦ 10７５３２ ♦ A９７５３
♣ KQ10 ♣ Ｑ ♣ 10８７５ ♣ Q８６４ ♣ Ｊ２ ♣ QJ

Ｎｏ．1９ Ｎｏ．20 Ｎｏ．21
♠ ８７６ ♠ K７５ ♠ AＪ６５２
♥ K９８６ ♥ K７ ♥ K３
♦ A７４ ♦ A４ ♦ A６４
♣ ９４２ ♣ AKJ９８６ ♣ 10５４

♠ ９３ ♠ AJ10 ♠ AQJ ♠ ６２　 ♠ ４ ♠ Q８
♥ AQ10７４ N ♥ J５２ ♥ AQ９２ N ♥ J10８６５ ♥ Q10 N ♥ A９６２
♦ ８６５ W ─ E ♦ KJ２ ♦ J９５３ W ┼ E ♦ 10６ ♦ KQ９８ W │ E ♦ J10７５２
♣ KQ５ S ♣ A８７３ ♣ 10７ S ♣ Q５４３ ♣ AJ９８３２ S ♣ Q６

♠ KQ５４２ ♠ 10９８４３ ♠ K10９７３
♥ ３ ♥ ４３ ♥ J８７５４
♦ Q10９３ ♦ KQ８７２ ♦ ３
♣ J10６ ♣ ２ ♣ K７
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☆ ビッド・プレ－に関するコメント （色々と独断や間違いがあると思いますので参考程度に留めて下さい）

Ｎｏ．１
♠ KQJ５２ Ｎ　 　Ｅ　 　Ｓ 　　Ｗ ＤｅａｌｅｒのＮのハンドでパスするか１♠でＯＰするか、意見が分れるかも知れない。５-５-３-０のハンドで
♥ ６５４ P　　　P　　1♥　　2♦ １０ｈｃｐしかないが、５枚ス-ツに絵札が集中し、♠５枚あるので１♠でＯＰするのも悪くない（左下）。
♦ ― 3♦　　P　　4♥　　ｅｎｄ Ｎがパスした時は、Ｓが１♥でＯＰしてＷが２♦のＯＣを掛けた時は、Ｎは３♦のＣｕｅビッド（♥３枚サポ-ト
♣ KJ９５３ とＩｎｖｉｔａｔｉｏｎ以上の強さ）し、Ｓが４♥をビッドする。尚、Ｗが３♦のジャンプＯＣを掛けた時はＮで３♠を

♠ ８７ ♠ 10６４ ビッドすることになりそうで（ダブルもあるが紛らわしい）、Ｓが４♠にレイズする。Ｎが１♠でＯＰした時は
♥ AJ３ N ♥ ８７ Ｎ　 　Ｅ　 　Ｓ 　　Ｗ Ｓが２♥でレスポンスし左下の様に４♠/Ｎに納まる。
♦ KJ８６ W X E ♦ A10５ 1♠　　P　　2♥　　 P ４♥/Ｓ　　ＯＬ： ♣４　Ｄｅｃｌａｒｅｒはハンドの♣Ａで勝つ。♥を集めれば♥で２個負けたとしてもウイナ-は

　　４３２ S ♣ Q10８６２ 3♥　　P　　3♠　　P １０個ある（♥３♠５♣２）。しかし、ダミ-に♥がない形で負けるとハンドの♦の処理が問題になる。
♣ ４ ♠ A９３ 4♠　　ｅｎｄ 第２トリックでは♦７を出し、ダミ-の♥でラフ、♠Ａでハンドに戻り、再度♦をラフした後、♥を集めれば４

♥ KQ10９２ メイクする。第２トリックで♥Ｋを出すプレ-は、Ｗが♥Ａをダックするので、♥を続けずに、♦をダミ-で
♦ Q９７ ２回ラフするプレ-に切り替える必要がある。
♣ A７ ４♠/Ｎ　ＯＬ：　♥８→♥Ｋ→♥Ａ→♥４　Ｗからの♦のリターンをＤｅｃｌａｒｅｒはハンドでラフ。♠が３-２の分かれなら、♥Ｊに負けても

４メイクは固い（ルーザ-♥２♣１）。♠４-１の時は♥Ｊが捕まらないと４メイクは難しい。

Ｎｏ．２ Ｎ　 　Ｅ　 　Ｓ 　　Ｗ
♠ ７ Ｎ　 　Ｅ　 　Ｓ 　　Ｗ Ｅの２ＮＴのリビッドの後、ペア-によりビッドに差が出る。主にＷの判断に 　1♥　　 P　　1♠
♥ 10６５４２ 　1♥　　 P　　1♠ よる。① アンバランスハンドで不満ながら３ＮＴで収める（左上）。　 P　　2NT　　P　3♦（3♣）
♦ ７ P　　2NT　　P　 3NT ② ３♦をビッドして、Ｅの３♠のビッドに　ａ） ４♠にレイズする（左下） P　　 3♠　　 P　　4♣
♣ QJ10６４３ ｅｎｄ ｂ） スラムの可能性を意識して４♣をビッドし、Ｅの４♦でスラムトライして P　　 4♦　　 P   4NT

♠ AJ９６４ ♠ Q10２ ６♠に到達（右）。③ ３♣（Ｃｈｅｃｋｂａｃｋ Ｓｔａｙｍａｎ）をビッドして、スラム P　　5♠　　　P　　6♠
♥ ８ N ♥ AQ９７３ Ｎ　 　Ｅ　 　Ｓ 　　Ｗ トライする。 ｅｎｄ
♦ Q９８５３ W │ E ♦ AK２ 　1♥　　 P　　1♠ ６♠/Ｗ　　ＯＬ： ♣Ｑ　　Ｄｅｃｌａｒｅｒはダミ-の♣Ｋで勝つ。♠Ｋが捕まれば、♦で
♣ A８ S ♣ K５ P　　2NT　　P　　3♦ １ルーザー出ても（♦４-１の時）６メイクは固い（♠５♥１♦４♣２）。♠Ｋが捕まら

♠ K８５３ P　　 3♠　　 P　　4♠ ない時は、♦３-２の分れに賭けるとしてプレ-を組み立てる。このハンドは♠が４-１の分れながら♠Ｋの
♥ KJ ｅｎｄ フィネスが成功して♠でルーザ-が出ないので６メイクは固い。
♦ J10６４ １７テープルのペア-戦でのコントラクトは ６♠/Ｗ　３Ｔ（何故か２Ｔでダウン）、４♠/Ｗ　６Ｔ、３ＮＴ/Ｅ　７Ｔ
♣ ９７４ ６♦/Ｗ　１Ｔであった。スラムに到達し難いボ－ドである。

Ｎｏ．３
♠ KJ６５ Ｎ　 　Ｅ　 　Ｓ 　　Ｗ ＤｅａｌｅｒのＳは♠６枚の８ｈｃｐのハンドながら、５枚の♦があるので、２♠ Ｎ　 　Ｅ　 　Ｓ 　　Ｗ
♥ ３ 　P　　 P （ｗｅａｋ）ではオープンしないのが普通。 　2♠　　P
♦ A３２ P　　1♥　　1♠　　3♥ Ｅが１♥でＯＰし、Ｓが１♠のＯＣをした場合、♠と♥の競り合いとなり、４♥ P　　3♥　　　P　　4♥
♣ ９８７６３ 3♠　4♥　　ｅｎｄ までは上がる。これに対してＮｏｎ ＶｕｌのＳは４♠をビッドすると、Ｗ（Ｅ）で 4♠　5♥（P）　　ｅｎｄ

♠ Q10３ ♠ ― （　4♠　　5♥ ５♥をビッドする可能性が高い。ＳがＷｅａｋ２♠でＯＰした場合でも、♥と♠
♥ ９８５４ N ♥ AKQJ７６２ 5♠・・・？） の競り合いになる（右）
♦ ８７ W ─ E ♦ Q10４ ５♥/Ｅ　　ＯＬ： ♠Ａ　　Ｄｅｃｌａｒｅｒはハンドでラフ。♦が２ル－ザ－になるが５メイクは固い。
♣ AKQ10 S ♣ ５４２ ４－５♠/Ｓ　　ＯＬ： ♣Ｋ　次に♥４を出す。　　♥Ｑで勝ったＥは♣を返すが、Ｄｅｃｌａｒｅｒはラフする。５メイクにはあと全部勝つ必要

♠ A９８７４２ がある。♠が２-１ならル－ザ－はなく、♦ＱがＥにあるとしてプレ－を組み立てる。ただ、可能性は少ないが♠３－０の場合、Ｅに
♥ 10 ♠Ｑ１０３があると必ず１ル－ザ－出るので、３－０に備える場合は、Ｗに３枚ある場合を想定して、先に♠Ａを勝つことが肝要で
♦ KJ９６５ ある。後は♦Ｑのフィネスを狙えば５メイクになる。　５♥が固いので５♠がダウンしても良いと考えればそれでも良いが、どん欲に
♣ Ｊ プレ－する価値があるハンドである。　ＳがＷｅａｋ２♠でＯＰした時は多分５♠はビッド出来ないかもしれない。但し、Ｎから推定す

れば、♠６♦１個は確実で、♥ラフ１回とすれば８個勝てる（３ダウン）計算になるが・・・・。
実際の１１テーブルのペア－戦でのコントラクトは　５♥/Ｅ　　６Ｔ、　４♠Ｘ/Ｎ　　３Ｔ、　　５♠Ｘ/Ｎ　１Ｔ　。

-　2　-
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Ｎｏ．４
♠ QJ６ Ｎ　 　Ｅ　 　Ｓ 　　Ｗ 最初パスしたＷがＳの１♥のＯＰに対して、パスする（左）かダブル Ｎ　 　Ｅ　 　Ｓ 　　Ｗ
♥ QJ９６２  P （右）を賭けるかは微妙な判断。このハンドでは何れにしても４♥/Ｓ  P
♦ 10８ P　　 P　　1♥　　　P に決まりそうである。 P　　  P　　1♥　　 Ｘ
♣ ９６２ 2♥　 P　　3♥　　　P ４♥/Ｓ　　ＯＬ：♣Ｋ　　続いて♣Ａ♣Ｑを続ける。Ｄｅｃｌａｒｅｒは♣３巡目 2♥　　2♠　3♥　　　P

♠ ８７４２ ♠ A10９３ 4♥　　ｅｎｄ をラフする。♠Ａには負けるので、４メイクには♥Ｋを捕まえる必要 4♥　　ｅｎｄ
♥ ４ N ♥ K５ がある。Ｗ（♣に９ｈｃｐ）が最初パスしているので、♠ＡはＥにある可能
♦ J９７５３ W ┼ E ♦ ６２ 性が高く、♥Ｋはドチラにあるかは不明だが、Ｗにある場合は♥Ｋがシングルトンである場合しか捕まらない。Ｗの♥Ｋがシングル
♣ AKQ S ♣ 10８５４３ トンの確率は約１３％。　♥ＫがＥにある確率は５０％。　従って♥Ｋのフィネスをするのが得策であるが、ダミ－への確実なエント

♠ K５ リ－がない！　　　♠Ｋを出して♠Ａを追い出しにかかるが、当然Ｅは♠Ａをダックする（Ｅが♠Ａを勝つとダミ－へのエントリ－が
♥ A10８７３ 出来る）。どうすべきか？　♠Ｋが勝つと、♦Ａ♦Ｋを勝ってから♠５を出して♠Ａに負に行く。ここでＥが何を出して来てもＮに入る
♦ AKQ４ ので、♥Ｋのフィネスが可能となり、４メイク出来る。　♦の３巡目をダミ－でラフしてダミ－に入るのは、オ－バ－ラフされる危険性
♣ J７ があるので、出来るだけ安全にエントリ－を作る工夫をする。

Ｎｏ．５
♠ J Ｎ　 　Ｅ　 　Ｓ 　　Ｗ Ｅの１♣のＯＰに対して、７枚♠と９ｈｃｐのＷは一気に４♠もあり得るが、 Ｎ　 　Ｅ　 　Ｓ 　　Ｗ
♥ Q４２ P　　 1♣　　P　　1♠ Ｅのハンドによってはスラムを逃す可能性があるので１♠でレスポンス P　　 1♣　　P　　1♠
♦ KJ７４２ P　　1NT　　P　3♠（4♠） する。Ｅの１ＮＴリビッドに対しては、３♠と４♠があり得る。 2♦　2NT　 P　　 4♠
♣ QJ６２ P　　4♠　　ｅｎｄ Ｗの１♠レスポンスに、Ｎが２♦のＯＣを掛けてきた時にはＥはサポ－ト ｅｎｄ

♠ Q10９７６５２ ♠ K８３ ダブル（♠３保証）を掛けるか、２ＮＴ（右）をビッドするかであるが、前者を
♥ AK10 N ♥ ９８５ Ｎ　 　Ｅ　 　Ｓ 　　Ｗ 薦める。いずれにしても４♠に決まる。
♦ ５３ W │ E ♦ AQ６ P　　 1♣　　P　　1♠ ４♠/Ｗ　　ＯＬ： ♣Ｑ　　Ｄｅｃｌａｒｅｒはダミ－の♣Ａで勝つ、♠Ａに負ければ♦ＫがＮに在れば５メイクで
♣ ３ S ♣ A10９８ 2♦　　Ｘ　　P　　 4♠ Ｓに在れば４メイクになる。

♠ A４ ｅｎｄ
♥ J７６３
♦ 10９８
♣ K７５４

Ｎｏ．６
♠ ９ Ｎ　 　Ｅ　 　Ｓ 　　Ｗ Ｓの1ＮＴにＷがパスした場合は、Ｓｔａｙｍａｎ ２♣経由で、４♥/Ｓになる。
♥ ９８３２ 　 P　　1NT　  P Ｗが２♣のＨａｍｉｌｔｏｎ ＯＣ（１スーツが長いことを示す）を掛けてきた時は、Ｎはダブルを掛け２♣
♦ AK10９ 2♣　  P　　 2♥　　 P のＳｔａｙｍａｎ　をビッドするハンドであることを示す。Ｓの２♥をＮは４♥にレイズする。また、Ｗが２♠の
♣ QJ６２ 4♥　　ｅｎｄ ＯＣ（♠が長いスーツのＯＣ）をしてきた時は、Ｎはテイクアウトダブルをかけ、ＳがＭｉｎｏｒを３の代で

♠ AJ７６４３２ ♠ 10５ ビッドしてきた時はパスしｏｒ４の代にレイズ、３♥が返った時は４♥にレイズする予定。
♥ Ｊ10 N ♥ Q５４ Ｎ　 　Ｅ　 　Ｓ 　　Ｗ １ＮＴにＯＣが入った時どうビッドするかはパ－トナ－と対応を決めておく必要があります（色々あり）。
♦ ３ W ─ E ♦ Q７６５４ 　 P　　1NT　 2♣ ４♥/Ｓ　　ＯＬ： ♦３　Ｄｅｃｌａｒｅｒはダミ－の♦Ａで勝つ。♥はＱＪ１０を含む５枚が抜けているので、３－２
♣ A10３ S ♣ ９８７ Ｘ　 　P　　 2♥　　2♠ の分れでも１ル－ザ－になり♠Ａ♣Ａに負けるので、４メイクには他で負けられない。♥Ａ♥Ｋを勝ち、♥Ｑ

♠ KQ８ 4♥　　ｅｎｄ を残したままプレ－を進めることにする。ウイナ－は♠１♦２♣２と♥４個（♠ラフを含めて）しかなくかなり
♥ AK７６ 厳しい状況である。♦のルーザーが処理出来るのは　① ♦ＱがＷにある（ＯＬからは考え難い）か、
♦ J８２ Ｎ　 　Ｅ　 　Ｓ 　　Ｗ ② ♣が３－３の別れの場合のみである。そこで、♠Ａ♣Ａに負けてから、♣３－３の分れを狙い、これが
♣ K５４ 　 P　　1NT　 2♠ ダメなら、♦Ｑのフィネスをする計画でプレ－する。このハンドは♣が３－３の分れで４枚目が勝てる

Ｘ　　 P　　 3♥　　 P ので４メイクする。
4♥　　ｅｎｄ ３ＮＴ/Ｓ　　ＯＬが♠６で正確なＤｅｆｅｎｓｅではメイクは難しい。ＯＬ♠Ａの場合は３メイクになる。
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Ｎｏ．７
♠ ８７６５３ Ｎ　 　Ｅ　 　Ｓ 　　Ｗ Ｗが１ＮＴでＯＰした時はＳｔａｙｍａｎ２♣にＷの２♦に、Ｅが２♠（Ｓｍｏｌｅｎ Ｃｏｎｖ．　♥５枚、♠４枚を示す）
♥ A８３ 　P　　1NT をビッドし、Ｗの３♥（♥３枚保証）に４♥にレイズする（左上）。Ｗが♣ＱＪを嫌って１♦でＯＰした時は
♦ ６４ P　　2♣　　　P　　2♦ Ｗの１ＮＴリビッドにＥは２♠のリバ－スビッド（或いは２♣のＣｈｅｃｋｂａｃｋＳｔａｙｍａｎ）をして、４♥/Ｅに
♣ A10７ P　　2♠　　　P　　3♥ なる（左下）。

♠ 10４２ ♠ AKQJ P　　4♥　　ｅｎｄ ４♥/Ｗ　　ＯＬ： ♦６　Ｄｅｃｌａｒｅｒは♦Ａで勝ち、♥を集めに行けば♥Ａに負けた時に、♣ＡＫを負けても
♥ QJ９ N ♥ K７６４２ ４メイクは固い。Ｄｅｆｅｎｓｅが♣を勝たないと５～６メイクになる。　ＯＬ：♣Ａ　♣１０を続け、♣Ｋで勝った
♦ AKQ７３ W ┼ E ♦ ５２ Ｎ　 　Ｅ　 　Ｓ 　　Ｗ Ｓが♠９を返すと、Ｄｅｃｌａｒｅｒが♥を集めに来た時に、Ｎが直ぐ♥Ａで勝ち♠を出せばＳでラフして１ダウン
♣ QJ S ♣ ９５ 　P　　1♦ になる。　　

♠ ９ P　　1♥　　　P　 1NT ４♥/Ｅ　　ＯＬ：　♠９　　上記と同様に♠をＳでラフし、♣２個勝つと１ダウンになる。
♥ 10５ P　2♠（2♣）　P　　3♥ ３ＮＴ/Ｗ　　Ｄｅｆｅｎｓｅ側のプレ－が難しく、ＮがＯＬ、或いは♥Ａで勝った時、感良く♣Ａで勝ち、
♦ J10９８ P　　4♥　　ｅｎｄ Ｄｅｃｌａｒｅｒから♣Ｑ ｏｒ ♣Ｊが出るのを見て、ブロックを避けるため♣１０を出せば３ダウンの可能性が
♣ K８６４３２ あるが、Ｎでブロックすると３メイクになる。尚、Ｄｅｆｅｎｓｅが♣を攻めないと５～６メイクになる。

Ｎｏ．８
♠ KQJ６４ Ｎ　 　Ｅ　 　Ｓ 　　Ｗ １ＮＴ-Forcing の時はＳは１ＮＴでレスポンスし、リビッドで３♠にジャンプ Ｎ　 　Ｅ　 　Ｓ 　　Ｗ
♥ KQ10９４  P して３枚サポｰトでのＩｎｖｉｔａｔｉｏｎであることを示す。　　スタンダ－ドの場合  P
♦ ― 1♠　　P　　1NT　　P ２♦でレスポンスしてリビッドで３♠のＩｎｖｉｔａｔｉｏｎをする。但し、ペア－戦の 1♠　　P　　2♦ 　　P
♣ QJ５ 2♥　　P　　3♠　　　P 場合、Ｎの２♥にＳが２ＮＴをリビッドすることも考えられるが（右）、このハン 2♥　　P　 2NT 　　P

♠ ７ ♠ A８５２ 4♠　　ｅｎｄ ドは結局４♠/Ｎになる。 3♥    P　　3♠     P
♥ ８７６２ N ♥ A５ （1NT-Ｆｏｒｃｉｎｇ） ４♠/Ｎ　　ＯＬ：　♣９（♣６）→♣３→♣Ｋ→♣Ｑ　Ｗから何が返っても、♠Ａ 4♠　ｅｎｄ
♦ K10４３２ W X E ♦ J９８５ ♥Ａを追い出せば４メイクは固い。　ＯＬ：♦５→♦Ｑ→♦Ｋ→♠４（ラフ）
♣ K１０８ S ♣ ９６３ Ｎ　 　Ｅ　 　Ｓ 　　Ｗ とすると、♠が３－２の場合４メイク可能だが、４－１の場合問題が生じる。即ち、♠Ａに負けた時に

♠ 10９３  P ♦を攻撃された時ハンドでラフすると、切り札がパンピングされて、♥Ａに負けた時に♦を攻撃され
♥ J３ 1♠　　P　　2♦ 　　P ダウン必至になる。　ＯＬに♦Ａを出しても同様に１ダウン必至である。
♦ AQ７６ 2♥　　P　　3♠ 　　P しかし、最初♦５→♦６→♦Ｋ→♣５　とＷの♦Ｋの時にハンドから♣５を捨てる！（ルーザ－ｏｎル－ザ－）
♣ A７４２ 4♠  ｅｎｄ と４メイク可能となる。即ち、このあと何が出されても、♠Ａを追い出し♠を刈りあげてから、♥Ａに負ける

と４メイク出来る。（♦にストッパ-が残っているので、♦を攻撃されても切り札のパンピングが避けら
れる）。　最初のトリックで♠４－１（約３１％）への対応を考えることが重要である（後では対処出来ない）。

Ｎｏ．９
♠ Q９５ Ｎ　 　Ｅ　 　Ｓ 　　Ｗ Ｅの１♠のＯＰに対して、♠４枚と１３ｈｃｐのＷは４♠は勿論、Ｅのハンドによってはスラムも意識して
♥ Q10８ P　　 1♠　　 P　　2♥ ビッドすべき。一気に４♠をビッドするのはスラムの可能性少ない♠５枚以上で８～１０ｈｃｐ位のハンドで
♦ Q９６４３２ P　　 3♠　　 P　　4♦ ある。　そこで２♥（普通♥は５枚を期待される）でレスポンスしＥのリビッドを待つ。Ｅが３♠をリビッドす
♣ ７ （4♠ ｅｎｄ） るので、Ｗは単に４♠にレイズするかスラムを狙うかの選択をする。Ｗが４♦をビッドしてＥから４♥が返っ

♠ KJ７４ ♠ A10８６３２ P　　 4♥　　 P　　4NT てもＥはプリファランスをしただけで♥Ａがあるとは限らないので、直ぐ４ＮＴをビッドして良い。
♥ KJ７２ N ♥ A５４ P　　 5♦　　 P　　6♠ 一方、最近このハンのレスポンスでＷが３ＮＴをビッドするＣｏｎｖｅｎｔｉｏｎ（♠４枚と１３～１５ｈｃｐ示す）が
♦ A10８ W ─ E ♦ ５ ｅｎｄ 使用されている（左下）。この場合はＥからスラムトライすることになる。
♣ J６ S ♣ AKQ ６♠/Ｅ　　ＯＬ： ♣１０　Ｄｅｃｌａｒｅｒはハンドの♣Ａで勝つ。♠が２－１の分かれなら問題なく♠６個が勝てる

♠ ― Ｎ　 　Ｅ　 　Ｓ 　　Ｗ ので、♥２♦１♣３で６メイクは固い。♠が３－０の時（確率約２５％）は♠の集め方で♠Ｑが捕まえられ
♥ ９６３ P　　 1♠　　 P　3NT ない（♠を最初に勝つ方の右手が３枚の時）。この場合は♥ＱがＳにあることに賭けることになる。
♦ KJ７ P　　 4♣　　 P　　4♦ ６♠がダウンする確率は約２５％Ｘ０．５Ｘ０．５＝６％で大抵６メイクすると考えられるが、実際はメイク
♣ 10９８５４３２ P　　4NT　　P　　5♥ かダウンかで大差となる。　ほぼ１００％メイク出来る手段がある。Ｎに♠Ｑが残った場合、ＥＷのハンド

P　　 6♠　　ｅｎｄ から♦♣を無くしてから、Ｅｎｄ-ＰｌａｙでＮの♠Ｑにスロ－インすることである。そのために最初に♠Ａをかち
Ｓがショウアウトした時は、♦Ａでダミ-に入り、♦ラフ、♠Ｋでダミ-に入り再度ハンドでラフ、♣ＫＱを勝つ

ここでＮがラフしても、♥か♦しか出せないので、６メイクは固い。また、ラフしない時は♣のあとで、♠で負に行く。
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Ｎｏ．10
♠ Q８６ Ｎ　 　Ｅ　 　Ｓ 　　Ｗ ＤｅａｌｅｒのＥのハンドでＯＰするかパスするか？パスが普通であるが・・・　１♥でＯＰする人があるかも
♥ AJ８６ 　 P　　 1♦　　 P 知れない（♥が弱い６枚でサイドの♠にＡＫがあるのでＷｅａｋ２♥ではＯＰしないのが普通：Ｗに♠Ｑの５枚
♦ J９７６ 1♥　　P　　1NT　ｅｎｄ と♥ＫＸ、ＭｉｎｏｒにＡ１枚があれば４♠を逃す可能性が高い）。　ＥがバスするとＳが１♦でＯＰして、Ｎの
♣ Q８ １♥レスポンスにＳで１ＮＴをビッドする（左上）。　Ｅが１♥でＯＰした時は、Ｓはダブルを掛けるかパスする

♠ ４３２ ♠ AKJ７ Ｎ　 　Ｅ　 　Ｓ 　　Ｗ か？（♠に４枚ないので）。　ダブルの時はＮが１ＮＴをビッドしそのまま決まる（左中）。　Ｓがパスした時は
♥ ４ N ♥ Q10９７５２ 　1♥　　 Ｘ　　　P Ｗは１ＮＴでレスポンスし、Ｅが２♥をリビッドして決まる。
♦ 10５３２ W ┼ E ♦ ４ 1NT　P　　ｅｎｄ １ＮＴ/Ｓ　　ＯＬ：　♣Ｋ　この後、Ｗが感良く４を出して♠を４個勝っても、♣Ａが勝てるだけで、１メイクは
♣ AK９５４ S ♣ 10２ 固い。１ＮＴ/Ｎ　　ＯＬ： ♠Ｋ　Ｅから♦以外何を出ししても１メイクにはなる。♦を出せば損がなく１ダウンの

♠ 10９５ Ｎ　 　Ｅ　 　Ｓ 　　Ｗ 可能性がある。
♥ K３ 　1♥　　 P　　1NT ２♥/Ｅ　　ＯＬ：　♦Ｋ　続く♦ＱをＤｅｃｌａｒｅｒはラフ、♣でダミ-に入り、♠を出して♠Ｑのフィネスをし、♠で３個
♦ AKQ８ P　　2♥　　ｅｎｄ 勝てるので２メイクは出来そうである。
♣ J７６３ Ｂｏｔｈ Ｖｕｌであるのでビッド・プレ-共に気を使う。

Ｎｏ．11 Ｎ　 　Ｅ　 　Ｓ 　　Ｗ Ｗが１♦でＯＰすると、１３ｈｃｐのバランスハンドののＥは直接３ＮＴをビッドる。一方、Ｗがパスした時、
♠ ９２ 　P　　 1♦ Ｅは1♦でＯＰするが、これに対するＷのレスポンスは難しい。最初パスしているので、1♥ ｏｒ 1♠のレス
♥ Q８６４２ P　　3NT　　ｅｎｄ ポンスではパスされる恐れがある。しかし、２♥（２♠）でのレスポンスは普通５枚有ると解釈される。
♦ K７６ また、２ＮＴのレスポンスは♣に不安がある等どれも問題があるがどれかを選択せざるを得ない。
♣ K８４ Ｎ　 　Ｅ　 　Ｓ 　　Ｗ Ｗの２NTに対してＥで３ＮＴにレイズするかパスするか微妙である。１３ｈｃｐであるが４-３-３-３のハンド

♠ K10８３ ♠ A７４ 　P　　　P はマイナス要因。Ｊ10のシーケンスが３個あるのはプラス要因、これらを判断して決める。
♥ K９７３ N ♥ AJ10 P　 　1♦　  P　　 1♥ ３１Ｔのペア-戦　３ＮＴ/Ｅ　１９Ｔ：　３ＮＴ/Ｗ　１０Ｔと殆どのペア-が３ＮＴをビッドしていた。
♦ A８２ W X E ♦ QJ10９ P　 1NT　  P　　 2NT ３ＮＴ/Ｅ　　ＯＬ： ♣６→♣Ｑ→♣Ｋ→♣５　　Ｎから♣８がリターンされＤｅｃｌａｒｅｒは♣１０を出した、Ｅは何を
♣ Q２ S ♣ J10５ P　 3NT（P）　　　ｅｎｄ 出すか？　♣Ａをダックして♣１０に勝たせるべきである。♣Ａで勝って♣を出してＤｅｃｌａｒｅｒの♣Ｊに負けた

♠ QJ６５ 場合、エスタブリッシュした♣を勝つ♠のエントリ-が間に合う可能性は少ない。しかし、♣Ａをダックして
♥ ５ Ｎ　 　Ｅ　 　Ｓ 　　Ｗ おけば、何かでＮに入った場合（Ｎには６～７ｈｃｐあると推定）、Ｎから♣の３枚目をリタ-ンすることが
♦ ５４３ 　P　　　P 可能でダウンさせることが出来る。
♣ A９７６３ P　 　1♦　  P　　2NT ３ＮＴ/Ｗ　　ＯＬ：　♥４　　Ｄｅｃｌａｒｅｒはダミ-から♥Ｊを出すとこれが勝てるので、ダミ-から♦Ｑを出し、

P　　3NT（P）　 ♦Ｋに負けるが、♥４♦３♠２確実となり３メイクする。ＯＬでＮから♣Ｋを出すようなＤｅｆｅｎｓｅは不可能。
３ＮＴ/Ｅ は１９Ｔ中、５Ｔで１ダウンであった。

Ｎｏ．12
♠ QJ９ Ｎ　 　Ｅ　 　Ｓ 　　Ｗ
♥ QJ８  P ３rdハンドのＥが１♥でＯＰし、Ｓが１♠のＯＣをしてＷが２♥、Ｎが２♠にレイズする。ここでＳが２♠をパス
♦ K10２ P　　 1♥ 　 1♠　　2♥ するか、３♠にレイズするかであるが、３♠にレイズするのが良いと考える（１４ｈｃｐであるが５-５で
♣ ９６５３ 2♠　　P　　　P　　3♥ 絵札がＡＫの４枚と集中しているので強いハンドで１７～１８ｈｃｐ位に評価出来る）。Ｎは４♠にレイズ

♠ ８７２ ♠ 10６ P　　 P　　　3♠　ｅｎｄ するのが普通。しかし、Ｓが２♠をパスした後、競り合って３♠にレイズした時はＮで４♠にはレイズ出来
♥ ９６５２ N ♥ AK10７４ ない。
♦ A９７３ W │ E ♦ QJ５４ Ｎ　 　Ｅ　 　Ｓ 　　Ｗ ４♠/Ｓ　　ＯＬ： ♥９→♥Ｊ→♥Ｋ→♥３　　Ｅから何がリタ-ンされても後♦Ａに負けるだけで５メイクになる。
♣ J10 S ♣ Ｑ２  P Ｅ-ＷはＮｏｎＶｕｌながら余り競らないことも肝要。４♥/Ｅは♣２♠２♦１のルーザ-はどうすることも

♠ AK５４３ P　　 1♥ 　 1♠　　2♥ 出来ず、♥でも１ル－ザ－出る可能性がある（♥Ｑのフィネスが出来るか？）。
♥ ３ 2♠　　P　　 3♠　　 P
♦ ８６ 4♠　　end
♣ AK８７４
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Ｎｏ．13
♠ AJ４３ Ｎ　 　Ｅ　 　Ｓ 　　Ｗ Ｎの1ＮＴのＯＰに対して、１７ｈｃｐあるＳはスラムを意識してビッドをする Ｎ　 　Ｅ　 　Ｓ 　　Ｗ
♥ ９８ 1NT　P　　2♥　　　P 必要がある。２♥のＪａｃｏｂｙ ＴＲ．経由で３♦（２ndスーツ、絵札に余裕有 1♦　3♥　　 3♠　　 P
♦ AQ８６ 2♠　　P　　3♦　　　P り；♠６枚の可能性もあり）をビッドする。NはＭｉｎｉｍｕｍで♠４枚あるので 4♠　　P　　　P
♣ A３２ 4♠　　P　　4NT　　P ４♠をビッドいる。Ｓからスラムトライし、６♠に到達。１５ｈｃｐでは１ＮＴで （4NT　 P

♠ ６５ ♠ ８２ 5♦　　P　　6♠　　ｅｎｄ ＯＰしない場合はＮは１♦でＯＰすることになる（右上、下）。 5♦　　P　　6♠　ｅｎｄ）
♥ ５４２ N ♥ AQJ10７６３ これにＥが３♥のＯＣを掛けた場合、Ｓは３♠をビッドしＮが４♠にレイズする。 （1NT　16-18ｈｃｐ）
♦ 10５２ W ┼ E ♦ ７４ ここで、Ａのないハンドながら１７ｈｃｐある（♥Ｋは絵札としては評価出来ないが）Ｓがパスするか、スラム
♣ J９８７５ S ♣ ６４ トライするかは微妙な判断仁なるが、スラムは狙い難い。ＥがＯＣしなかった時はＳの１♠レスポンスに Ｎ　 　Ｅ　 　Ｓ 　　Ｗ

♠ KQ10８７ Ｎが３♠にジャンプレイズすれば、Ｓからスラムトライすることになる。 1♦　　P　　1♠　　　P
♥ K ６♠/Ｎ（Ｓ）　共にルーザーは♥Ａのみで６メイクは固い。　スラムビッドが出来るかどうかである。 3♠　　P　　4NT　　P
♦ KJ９３ 5♦　　P　　6♠　ｅｎｄ
♣ KQ10

Ｎｏ．14 Ｓの１♦のＯＰに１３ｈｃｐあって♦が強いＷは適当なビッドがなく、パスせざるをえない。Ｎは１♠で
♠ KJ８６５４ Ｎ　 　Ｅ　 　Ｓ 　　Ｗ レスポンスする。Ｓは良いリビッドがないが、取敢えず１ＮＴをビッドする（２♦や２♥は良くない）。
♥ K４３ 　 P　　 1♦　　 P これに対するＮのビッドはペア－により異なる。 Ｃｈｅｃｋ ｂａｃｋ Ｓｔａｙｍａｎを使用していれば２♣をビッド
♦ ５ 1♠　　P　　1NT　　P し、Ｓの２♠の返事（♠３枚とＭｉｎｉｍｕｍ）にＮは４♠にレイズする（左上）。　一方、Ｃｈｅｃｋ ｂａｃｋ 
♣ A７４ 2♣　　P　　 2♠　　 P Ｓｔａｙｍａｎを使用しない場合は、Ｎは２♠（３♠）をビッドして最終的に４♠に到達したい。

♠ Q10７２ ♠ ― 4♠　　ｅｎｄ ４♠/Ｎ　　ＯＬ： ♥Ｑ　Ｄｅｃｌａｒｅｒとして考えると♠で１ル－ザ－出る場合は♣を２回ダミ－でラフする必要
♥ ９７ N ♥ QJ10２ がある。ＯＬはダミ－の♥Ａで勝ち、♣Ｑを引いてハンドの♣Ａで勝ち、♣４を出してダミ－でラフする。
♦ AQJ７ W Ｘ E ♦ ９６４ Ｎ　 　Ｅ　 　Ｓ 　　Ｗ ♥５を出してハンドの♥Ｋに入り、♣の３巡目をダミ－でラフする。♠Ａを出すと、Ｅがショウアウトする。
♣ KJ６ S ♣ 10９６５３２ 　 P　　 1♦　　 P ダミ－から♦３を出すとＷは♦Ｊで勝つ。Ｗが♦Ａを出すとＤｅｃｌａｒｅｒはハンドでラフする。

♠ A９３ 1♠　　P　　1NT　　P 残る５枚は下の様になり、ここで♠８を出してＷにスローインするとＷが♠１０で勝つが何を出しても
♥ A８６５  2♠（3♠）　P 3♠（4♠)　P １個負けるだけで４メイクになる。なお、♦Ｊで勝ったＷが♦Ａを出さずに♠７を出して来た時には、
♦ K10８３２  4♠　　ｅｎｄ ♠８で勝ち、♠Ｋを勝って、♠を出してＷに負けても
♣ Ｑ Ｎ ♠ＫＪ８６ Ｓ ♥８６ ４メイク。　４♠/Ｗ　２７Ｔ中　１６Ｔメイク、１１Ｔダウン

♥４ Ｗ ♠Ｑ10７ ♦Ｋ10８ 意図したわけでなくタマタマ　メイクしたのもあるか
♦Ｑ７ も知れない。

Ｎｏ．15
♠ ５４ Ｎ　 　Ｅ　 　Ｓ 　　Ｗ ３人パスの後、４ｔｈハンドのＥが１♠でＯＰすると、最初パスしていて、４枚サポ－トとＩｎｖｉｔａｔｉｏｎの強さが
♥ J７４ 　P　　　P あるＷのビットはペア－によりＤｒｕｒｙ ２♣ と３♠のジャンプレイズがある（Ｄｒｕｒｙ２♣は３枚サポ－トで３♠
♦ J10９５２ P　　 1♠　　P　　　2♣ のジャンプレイズは４枚サポ－トと決めているペア－もある）。Ｄｒｕｒｙ ２♣の後の２♦はＬｉｇｈｔ ＯＰでない
♣ KQ４ P　　 2♦　　P　　　4♠ ことを示す。

♠ A７６２ ♠ KQJ10８ ｅｎｄ ４♠/Ｅ　ＯＬ： ♠３　♠は完璧だがウイナ－は♠５♥１♣１しかなく、メイクには３個増やす必要がある。
♥ KQ９６２ N ♥ 10 ♦をダミ－で２回ラフしても１個不足。かなり厳しい状況である。ＯＬはハンドで勝ち、♥１０を出しＳは
♦ ７ W │ E ♦ K８４３ Ｎ　 　Ｅ　 　Ｓ 　　Ｗ ♥Ａをダックして（♥Ａを出すと簡単に４メイク）Ｗの♥Ｋが勝つ。♦７を引いてハンドから♦３を出して負ける。
♣ J９６ S ♣ A３２ 　P　　　P ♠がリードされればハンドで勝ち、♦を出してダミ－でラフ。ダミ－から♥２を出してハンドでラフする。

♠ ９３ P　　 1♠　　P　　　3♠ ♦８出してダミ－でラフすると幸運にも♦Ａが出て♦Ｋが勝てて４メイクになる。
♥ A８５３ P　　 4♠ ｅｎｄ ＯＬ：　♣５→♣６→♣Ｑ→♣Ａ　　♣１０はＳにあると推定される（ＯＬの時Ｎから♣１０が出なかった）ので
♦ AQ６ ♣でもう１個勝てそうである。ダミ－で♦を２回ラフする必要があるので、Ｄｅｃｌａｒｅｒは第２トリックでは
♣ 10８７５ ♥１０を出すＳが♥Ａをダックしてダミ－の♥Ｋが勝つ。♦７を引きハンドから♦２を出すとＳが♦Ｑで勝つ。Ｓが♠３を出してくればハンド

で勝ち、♦を出してダミ－でラフ。♠でハンドに戻り、♦８を出してダミ－でラフして４メイクは固い。♣１０のフィネスで５メイクも可能。
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Ｎｏ．16
♠ AJ３ Ｎ　 　Ｅ　 　Ｓ 　　Ｗ Ｗの１ＮＴのＯＰにＪａｃｏｂｙ ＴＲ．経由で３ＮＴになるのが普通。
♥ ９７４ 1NT ３ＮＴ/Ｗ　ＯＬ： ♦６　　Ｄｅｃｌａｒｅｒから考えて確実なウイナ－は♥３♦２♣１の６個しかなく、メイクにはあと
♦ Q10７６ P　　2♥　　 P　　　2♠ ３個増やす必要がある。♣で２個勝つことは可能だが３メイクには届かない。可能性は高いとはいえない
♣ K５２ P　 2NT　　P　　　3NT が♠で３個勝つことを考える。　これには♠ＡがＮにあり、♠が３－３の分れであることが必須条件となる

♠ ８５ ♠ K９６４２ ｅｎｄ （確率的には３１．３ Ｘ ０．５＝１５．１％）。♠で２回負ける必要があり、しかもダミ－へのエントリ－は♥Ａ
♥ KQJ N ♥ A８６ のみであるので、細心の注意が必要である。ＯＬの♦はダックせずに♦Ｋで勝つ（♠２回負けるので♦で２回
♦ AK４２ W ─ E ♦ ８５３ 負けても良いが、他には負けられない；♦以外の♣を攻められることを避けたい）。♠５を出してダミ－からも♠Ｌｏｗを出し負ける。
♣ Ａ９７３ S ♣ J１０ Ｓからの♦のリターンを♦Ａで勝ち、♠８を出し、Ｎから♠Ａが出なければダミ－から♠Ｋを出し、これが勝てることに賭ける。このハンド

♠ Q10７ では♠Ｋが勝つので、♠３－３を狙い♠４を出して負ける。これが成功するので♥Ａをエントリ－に♠が２個勝てて３メイクする。
♥ 10５３２ メイクが厳しい中でもメイクのチャンスがあるプレ－を考えて組み立てることが必要。
♦ J９
♣ Q８６４

Ｎｏ．17
♠ Q５ Ｎ　 　Ｅ　 　Ｓ 　　Ｗ Ｎは１８ｈｃｐのハンドで１♣でＯＰするのが普通。　若し、１ＮＴでＯＰした場合はＳがパスしてそのまま決
♥ AQJ９ 1♣　　P　　1♥　　 1♠ まりそうである。　１♣に対してはＳが１♥でレスポンスし、Ｗが１♠のＯＣをするかしないに拘わらず、Ｎは
♦ KQ４ 3♥　　P　　P  ｅｎｄ リビッドで３♥にレイズするか、直ぐ４♥をビッドするかは微妙な判断になる。　３♠にはＳはパスが普通と
♣ A10８６ 　（4♥） 考える。Ｅが３♠まで競った場合、Ｎは４♥をビッドすることになる。また、ＷはＮｏｎＶＵＬで６枚♠なので

♠ AJ10８７４ ♠ ６３２ ４♠まで競る可能性もある。
♥ ７５３ N ♥ ８２ Ｎ　 　Ｅ　 　Ｓ 　　Ｗ ４♥/Ｓ　　ＯＬ： ♦６→♦Ｋ→♦Ａ→♦２　　Ｅからの♦リターンをＷはラフ。♠Ａを勝ち、♠を出すとＤｅｃｌａｒｅｒ
♦ ６ W Ｘ E ♦ AJ９８ 1♣　　P　　1♥　　 1♠ が♠Ｋで勝ち、♥Ａ、♥Ｑと集め、ダミ－の♦Ｑを勝つが、♣で１ルーザ－出るので１ダウンは仕方なし。
♣ K９５ S ♣ Q７４３ 3♥　 3♠　　P　　　 P ＯＬ：　♠Ａ　続いて♠Ｌｏｗを出した時は、Ｄｅｃｌａｒｅｒは♠Ｋで勝つ。♥を集め♦Ａを追い出しに行くが、♦で

♠ K９ 4♥　　P　　 P　　P（4♠） ２ルーザ－と♣の１ルーザ－が避けられず１ダウンになるのが普通。
♥ K10８４ ｅｎｄ ４♠/Ｗ　ＯＬ：♦Ｋ（♥Ａは出し難く、♣Ａもあり得る）。　Ｄｅｃｌａｒｅｒで考えると、ルーザ－は♥２♠１～２、♣２
♦ 10７５３２ 有るが、♠は１個で済むので１～２ダウンになる。
♣ Ｊ２

Ｎｏ．１８
♠ Q２ Ｎ　 　Ｅ　 　Ｓ 　　Ｗ Ｓの１♥に対するＮのレスポンスはペア－により２♣（Ｇａｍｅ Ｆｏｒｃｉｎｇ ｏｒ １０ｈｃｐ ｕｐ）と３♥（Ｉｎｖｉｔａｔｉｏｎ）
♥ ７６５３ 　 P　　 1♥　　 P の両方が考えられる。　いずれにしても４♥で終わるか、スラムトライするかはＳの判断による。
♦ K４ 2♣　　P　　 2♦　　 P なお、２♣の後、Ｓの２♦に対してＮで３♥と４♥ドチラををビッドするかに関してもペア－の考え方による
♣ AK８７４ 　4♥（3♥） P　 4NT　　P （３♥が強くて４♥がＭｉｎｉｍｕｍか、その逆もある）。なお、Ｓの１♥にＷが１♠のＯＣをした場合はどうなり

♠ AKJ10５ ♠ ９８７６３ 5♣　　P　 　6♥　ｅｎｄ ますか？
♥ ― N ♥ J９８４ ６♥/Ｓ　ＯＬ： ♠Ｋ　続いて♠Ａ　　Ｄｅｃｌａｒｅｒはハンドでラフ。♥３－１でも♥を集めて♦２♣５個勝てれば
♦ 10８６２ W │ E ♦ QJ Ｎ　 　Ｅ　 　Ｓ 　　Ｗ ６メイクは固いと考えて、♥Ａを出すとＷがショウアウトする。♥はフィネスをすれば４個とも勝てるが、
♣ 10９６３ S ♣ ５２ 　 P　　 1♥　　 P ♣を勝つためのエントリ－がない（♣３－３の分れに賭けるのは無理がある）。如何にすべきか？♥を２巡

♠ ４ 3♥　　P　　 3♠　　 P 集め、♥Ｊ９を残したまま♣Ｑ♣Ｊを勝ち、♦Ａも勝って、♦を出してでダミ－の♦Ｋに渡り、♣ＡＫを出せば、
♥ AKQ10２ 4♣　　P　　 4♥　ｅｎｄ Ｅが何処でラフしても、Ｄｅｃｌａｒｅｒはオーバ－ラフして♥を刈りきる。ハンドから♦を出してダミ－でラフし
♦ A９７５３ （4NT　　P て、残りの♣を勝てば６メイクは固い。このプレ－はＥの♣が２枚以上あれば成功する（♣が５－１の
♣ QJ 5♣　　P　　　6♥　ｅｎｄ） 分れでは♣の５枚目が勝てない）。尚、♣を走る前に♦Ａ♦Ｋを勝つことも重要である。先に♣Ａ♣Ｋを勝つ

とＥに♦をディスカ－ドされ、♦Ａが取れなくなる！　プレ－の組立が重要。
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Ｎｏ．1９
♠ ８７６ Ｎ　 　Ｅ　 　Ｓ 　　Ｗ Ｗのハンドは良いハンドであるが１ｓｔ、２ｎｄハンドでは普通オ－プンしない。
♥ K９８６ 　P　　　P ４ｔｈハンドのＥが１♣でＯＰして、Ｗは２♥のジャンプレスポンスして♥５枚以上でＯＰハンドに近い強さ
♦ A７４ P　　1♣　　 P　　 2♥ をしていることを示す（１♥ではＥが♥３枚で１３～１４ｈｃｐの時パスする）。 Ｅの３♥レイズにＷで４♥を
♣ ９４２ P　　3♥　　 P　　 4♥ ビッドするか、パスするかは微妙な判断になるが、絵札が♥と♣に集中しているので４♥にレイズしたい。

♠ ９３ ♠ AJ10 ｅｎｄ 　（ P ） ４♥/Ｗ　　ＯＬ： ♠８→♠１０→♠Ｑ→♠３　　ＤｅｃｌａｒｅｒはＳからのリ－ドを歓迎するのでＯＬには♠１０を
♥ AQ10７４ N ♥ J５２ 出し、Ｓに勝たせる。Ｓは♠♦は出せないので、損の少ない♥３を出し（♣Ｊも考えられる）、Ｎの♥Ｋが勝ち
♦ ８６５ W ─ E ♦ KJ２ ♠７を出す。Ｄｅｃｌａｒｅｒで考えた時、ルーザ－を♠１♥１♦１に抑えれば４メイク可能だが、かなり厳しい状況である。♠Ａで勝って、
♣ KQ５ S ♣ A８７３ ♥を集めると４－１の分れであるが、刈りきる。♦を１ル－ザ－に抑えるには① ♦ＡＱが共にＮにあるか（確率約２５％）、② ♦ＡがＮ

♠ KQ５４２ にあり、♣が３－３の分れの時である（確率は約３１．５ Ｘ ０．５＝１６％）かである。①を狙う場合は♣をエントリ－にハンドから♦を
♥ ３ ２回出す。この場合最初Ｎから♦Ａが出ない時はダミ－から♦Ｊを出す♦Ａと♦Ｑのダブルフィネスをする。②を狙う場合は♣を勝つ
♦ Q10９３ 前にハンドから♦を出してダミ－から♦Ｋを出すスチ－ルを行ってから、♣の３－３の分れを狙う（先に♣を勝つとハンドから♦を出す
♣ J10６ エントリ－が問題となる）。　このハンドは確率の高い①を狙うと成功せず、確率の低い②を狙うと成功して４メイクになるという

皮肉な結果になる。　ただ、意図してプレ－することが重要で、勝負は時の運！

Ｎｏ．20 Ｗが１♦でＯＰすると、Ｎは２♣のＯＣもあり得るが強い６枚♣と１８ｈｃｐある強いハンドであるのでティク
♠ K７５ Ｎ　 　Ｅ　 　Ｓ 　　Ｗ アウト・ダブルを掛けるのが一般的。Ｓは１♠でテイクアウトするが、Ｎは２♣をビッドして♣５枚以上と
♥ K７ 1♦ １６ｈｃｐ以上を示す。これに対してＳが２♠をビッドするかパスするかは微妙な問題となる。　また、
♦ A４ Ｘ　　　P　　1♠　　 P Ｓがパスした場合、Ｗでダブル（ネガティブダブル的）掛けることも考えられ、この場合Ｅは２♥をビッド
♣ AKJ９８６ 2♣　　 P　　2♠　　ｅｎｄ するのでＮは３♣をビッドすることになると推定される。

♠ AQJ ♠ ６２　 （ P ） ３♣/Ｎ　　ＯＬ： ♦１０　Ｄｅｃｌａｒｅｒで考えて、♣５♦３と♥Ｋか♠Ｋのドチラかが勝てれば３メイク可能と考え
♥ AQ９２ N ♥ J10８６５ ♦Ａで勝ち、♣ＡＫを勝ち（♣Ｑ１０が残って２ル－ザ－になる可能性もあるが・・・）、♣を負に行く。Ｅから
♦ J９５３ W ┼ E ♦ 10６ Ｎ　 　Ｅ　 　Ｓ 　　Ｗ ♦が出た時は、♦Ｋで勝つが、１ダウンになる可能性が高い（♠２♥１♣２のルーザ－）。
♣ 10７ S ♣ Q５４３ 1♦ ２♠/Ｓ　　ＯＬ:： ♣１０　ダミ－の♣Ａで勝ち、♠５を引き、ハンドから♠８を出して負ける。Ｗから♣が出され

♠ 10９８４３ Ｘ　　　P　　1♠　　 P れば、ダミ－の♣Ｋで勝ち、♦Ａ♦Ｋを勝ち、ハンドから♠３を出す。Ｗが♠Ａで勝ち、何を出して来ても、
♥ ４３ 2♣　　 P　　 P　　 Ｘ ♥Ａと♦Ｊに負けて３メイクは固い。
♦ KQ８７２ P　　　2♥　　P　　 P ２～３♥/Ｅ　　ＯＬ： ♣２　Ｎは♣Ｋ、♣Ａと勝ち（Ｓは♦８を捨てる）、♦Ａ♦４を出しＳの♦Ｑが勝つ。この後、
♣ ２ 3♣　　ｅｎｄ Ｄｅｆｅｎｓｅで♥Ｋ♠Ｋが勝てるので１～２ダウン（１メイク）。ＢｏｔｈＶｕｌのパートスコアーの競り合いは

要注意（２ダウンは致命的）。

Ｎｏ．21
♠ AＪ６５２ Ｎ　 　Ｅ　 　Ｓ 　　Ｗ Ｎの１♠のＯＰに対するＳのレスポンスは２♠、４♠ドチラかになりそうである。　３♠（Ｉｎｖｉｔａｔｉｏｎ）は余り
♥ K３ 1♠　　P　　4♠　　ｅｎｄ 薦められない。
♦ A６４ ２♠のレスポンスには、ＷでＵｎ-ｕｓｕａｌ ２ＮＴのＯＣが掛かるかも知れない（Ｍｉｎｏｒ ６－４だが）。
♣ 10５４ Ｎ　 　Ｅ　 　Ｓ 　　Ｗ この場合Ｎが３♠をビッドしても、Ｎｏｎ ＶｕｌのＥは４♦をビッドし、４♠にもサクリファイス気味に５♦をビッド。

♠ ４ ♠ Q８ 1♠　　P　　2♠　　 P　 する可能性がある。
♥ Q10 N ♥ A９６２ ｅｎｄ ４♠/Ｎ　　ＯＬ： ♦Ｊ　　Ｄｅｃｌａｒｅｒはハンドの♦Ａで勝つ。♦４を出してダミ－でラフした後、♠Ａ♠Ｋで♠を２
♦ KQ９８ W │ E ♦ J10７５２ 巡集める。♥Ｋか♣Ｋが勝てれば４メイクになるので、♥４を出しハンドから♥Ｋを出すがＥの♥Ａが勝つ。
♣ AJ９８３２ S ♣ Q６ Ｎ　 　Ｅ　 　Ｓ 　　Ｗ このハンドではＤｅｆｅｎｓｅが間違わない限り♣Ｋも勝てずに１ダウンになる。ＥのＯＬが♥Ａの場合４メイク。

♠ K10９７３ 1♠　　P　　2♠　　 2NT ５♦/Ｅ　　ＯＬ：　♠Ｋ　　Ｓはリードに困る！♠３を出す。Ｄｅｃｌａｒｅｒはダミ－でラフ。Ｄｅｃｌａｒｅｒから考えて、
♥ J８７５４ 3♠　　4♦　 4♠　　 P ♦Ａに負けた後、♦を集めてから♣Ｋのフィネスが成功すれば、５メイクの可能性があるとして、プレ－を
♦ ３ P　　 P(5♦)  ｅｎｄ 組み立てる。このハンドは５メイクする。５♦をビッドされたオポーネントは災難である。
♣ K７

以上
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